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2 広報 

　平成18年第６回仙北市議会定例会が９月６日から27日までの22日間にわたり開会されました。提
出された案件は、報告６件、条例案４件、補正予算案10件、決算認定３件、その他５件の計28件で、
全ての議案が原案どおり可決されました。 
　この定例会には、市政運営の基本方針となる「仙北市総合計画」の基本構想が提案されました。
また、議会最終日には「仙北市立角館小学校新築工事請負契約の締結」について追加提案され、
それぞれ可決されました。その概要を紹介します。 

　総合計画は、合併協議により策定された「新市建設計画」の基本理念を継承しつつ、市の目指すべき将来像
を明らかにし、それを実現するために、より発展的、具体的なまちづくりの方針を定めたもので、市議会をはじめ、
市民の皆様からのご意見やアンケート調査の結果、地域審議会の答申などを踏まえ策定いたしました。 
　計画は、18年度から27年度までの計画期間10年の仙北市の将来像等を定めた「基本構想」及び施策の基
本方向等を定めた「基本計画」と３年の計画期間で毎年度見直しを行い、具体的な事業内容を表している「実
施計画」の３部門で構成されています。 

　本市は、北東北３県のほぼ中央に位置し、３県の県庁
所在地である秋田市、盛岡市、青森市が形作るトライアン
グルの軸上に位置しています。 
　この軸上の都市は、人・もの・情報の活発な交流と連
携が促進される地域連携軸を形成しており、本市も秋田
市や盛岡市、宮古市と並ぶ拠点となる地域として位置づ
けられます。 
　そして、日本一の水深を誇る田沢湖、全国的に有名な
温泉・秘湯の数々、いにしえの面影を今に伝える武家屋
敷の町並み、「紙風船上げ」や「火振りかまくら」に代表さ
れる多彩な小正月行事など、観光客を引き付ける資源の
豊富さは、他に類を見ません。 
　また、交通アクセスの面でも極めて優位な位置にあり、
角館駅と田沢湖駅という秋田新幹線の二つの駅があり、
東京からの所要時間は約３時間、仙台市からは１時間強
という短時間でアクセスすることができるほか、秋田空港
から約１時間、東北自動車道にも約１時間の距離にあり、
花巻空港や大館能代空港、秋田自動車道にも比較的短
時間でアクセスできるなど、秋田の玄関口にとどまることなく、
北東北の玄関口となることも可能な立地条件を備えてい
ます。 
　こうした数々の優れた資源と恵まれた立地を活かすと
ともに、観光産業を農林業や商工業と並んだ大きな軸とし
て捉え、それぞれの産業の有機的な連携を図り、ここに暮
らす人々とここを訪れる人々がお互いの交流を深め、心
身を癒すことのできる「まち」をめざし、本市の将来像を「観
光産業を活かした北東北の交流拠点都市をめざして」と
するものです。 

　次の４つの考え方を基本としてまちづくりを進めて 
いきます。 

　仙北市は、豊富な観光資源と恵まれた自然景観にあふ
れたまちです。観光産業と特色のある農林業や多様な商
工業の連携により、１千万人の観光客（「テンミリオン計画」）
が訪れるまちをめざします。 

　仙北市は、城下町として栄えた角館地区を中心に、武家
屋敷をはじめとする歴史的遺産や文化財に恵まれたまち
です。先人が残してきた歴史と伝統を大切にし、後世に伝
えるまちをめざします。 

　仙北市は、長い年月を経て培われてきたふるさとを誇り
に思うことのできるまちです。そして地域を守り、さらに発展
させていくために、ふるさとを愛する人づくり、ふるさとを誇
れる人づくりに努めます。 

　仙北市は、自分たちの住む地域とそこに暮らす人 を々大
切にするまちです。福祉・医療体制の充実を図るとともに、
生活基盤や防犯・防災体制を整備し、誰もが安心して暮ら
せるまちをめざします。 
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　市がめざす将来像を実現するため、行政全般にわたる
施策を６分野に分けて取り組みます。このほか、３つの主
要課題については、重点プロジェクトとして位置付け、強
力に施策を展開します。 

　市民すべてが健康で生きがいを持って暮らせるために、
保健・医療や福祉の充実を進めると同時に、市民一人ひとり
が健康づくりや地域の福祉活動、子育て環境づくりなどに主
体的に取り組む体制づくりを進めます。 
　また、市民と地域、そして行政が一体となって、障害のある
人もそうでない人も、そして、お年寄りや社会的にハンディの
ある人も、共に生き生きと暮らせる環境づくりに努め、地域の
力で困っている人に手を差し伸べることができる健康福祉の
まちをめざします。 

　それぞれの地域の持つ固有の資源に着目し、観光産業と
農林業、そして商工業の有機的な連携の中で、産業振興に
努め地域の活性化を図っていきます。 
　農林業においては、生産基盤の整備と担い手の育成に
努めつつ、付加価値の高い農林産物の生産や地産地消の
推進に取り組みます。商工業においては、魅力ある商店街
の形成や企業誘致による雇用の創出に取り組むほか、伝統
的工芸品の振興や特産品の開発等を進め、本市の特色を
最大限に活かした産業創造のまちをめざします。 

　市民が安心して快適に暮らせるまちづくりは、市民生活の
基本的な条件です。このため、道路網や上下水道の整備、
あるいは公園や住環境の整備を計画的に推進します。 
　また、リサイクルや省資源対策等、地球環境にやさしい社
会づくりを進めるとともに、安全な市民生活を確保するために、
消防・防災体制の充実に努め、災害への備えが万全なまち
づくりを進めるなど、潤いのある生活環境のまちをめざします。 

（※１）グリーンツーリズム 
　都市住民が農家などにホームステイをして農作業を体験する等、その地域の歴史や   
　自然に親しむ余暇活動 
（※２）エコツーリズム 
　自然環境や歴史文化を対象とし、それらを体験し学ぶとともに、対象となる地域の自 
　然環境や歴史文化に責任を持つ観光の一形態 

　仙北市は、武家屋敷に代表される歴史と文化の薫り高い
角館地区、水深日本一の田沢湖や秋田駒ヶ岳に代表される
自然景観に恵まれた田沢湖地区、そして、田園風景や森林
を活用した都市と農村の交流が盛んな西木地区など、内外
に誇れる豊富な資源にあふれています。 
　こうしたあらゆる資源を見つめなおし、さらに貴重な財産と
して活かしていくために、グリーンツーリズム（※1）やエコツーリ
ズム（※2）の推進を大きな柱として、この土地で出会う人々が、

自然環境や歴史文化
を通じてゆっくりと過ご
すことができる交流拠
点のまちをめざします。 
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　すべての市民が豊かな歴史的遺産や貴重な文化財、あ
るいは恵まれた教育環境の中で生き生きと学びあい心豊か
な人間を育むまちづくりを進めます。 
　また、国際交流や地域間交流を積極的に進めるとともに、
合わせて伝統文化の保存継承に努め、市民自らが文化を
創り育てていくという市民意識の醸成と仙北市の未来を担
う子供たちがふるさとに誇りを持つことができる教育文化のま
ちをめざします。 

　地方分権が進む中で、多様化する行政需要に対応する
には、これまでの行政主導型の市政運営では限界があり、こ
れからは市民主導のまちづくりが求められています。 
　このため、それぞれの地域で活動する団体やＮＰＯ法人
が活発な活動を展開できるように環境整備を進める一方、電
子媒体を活用した情報公開の推進、パブリックコメント制度（※３）
の導入や各種委員会の公募委員枠の拡充等により、市民
の声を施策に活かすとともに、併せて男女共同参画の推進
や地域間交流の促進等により、多くの市民がまちづくりに参
画できるシステムを構築し、市民協働のまちをめざします。 

（※３）パブリックコメント 
　条例や計画などの策定に際して、政策の案と資料を公表し、それに対する意見や情
　報を広く募集し、寄せられた意見等を考慮して政策を決定するとともに、その意見等
　に対する考え方等を公表すること 

　現在３万人余りの仙北市の人口は年々減少し、２０３５年には
２万人を割り込み、現在の減少ペースが続くとすれば、２０５０年
には1万2千人台にまで落ち込む推計結果が出ています。 
　年齢別に見ると、年少人口（0～14歳）と生産年齢人口（15
～64歳）の減少が、老年人口（65歳以上）の減少を上回る結果、
現在３０％の高齢化率は上昇し、将来的には４０％に達すると予
測されています。 
　このため、人口減少に歯止めをかけ、定住人口の増加を図る
ため、本計画において、各種の施策を展開することとし、定住人
口３万人の維持と交流人口１千万人を目標にまちづくりを進めます。 

　調査結果を分析したところ、次のようなまちづくりの３つのポイ
ントがうかがえます。 
〇「自然環境・美しさ」の保全と継承 
　市が有する最大の資源は、恵まれた自然環境であることが共
　通の認識となっています。 
〇「住む人｣の安心さ 
　｢医療｣｢福祉｣の充実が求められています。 
〇「交流人口の拡大｣による観光産業の育成 
　単なる観光資源の充実のみならず、観光産業の拡大、他産
　業との連携を図っていくことが期待されています。 

　簡素で効率的な行政組織の確立を目指し、地域経営の概念
を積極的に取り入れ、新たな行政手法の導入や徹底した行政
のスリム化を進めます。 
〇行財政改革の推進 
　・職員定数の削減や事務事業の見直しによる経費の削減に
　  努めます。 
　・市税の的確な収納による歳入の確保に努めます。 
　・指定管理者制度による公の施設の管理運営など、事務事業
　  のアウトソーシング（※4）を推進します。 
 
〇開かれた行政運営 
　・市のホームページにより的確な情報公開に努めます。 
　・行政手続のオンライン化を進め、市民の利便性の向上に努
　  めます。 
　・行政評価システム（※5）を導入します。 
　・市民の声を反映させるため、パブリックコメント制度を導入し
　  ます。 
（※4）アウトソーシング 
　業務の全部または一部を外部の業者等に委託すること 
（※5）行政評価システム 
　行政活動の成果などを評価し、その結果を行政運営に反映させるしくみ 
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　角館西小学校、角館東小学校、西長野小
学校の３校統合による「仙北市立角館小学校」
新築工事の入札が９月１３日に行われ、瀧神・
金谷・小松特定建設工事共同企業体が落札。
契約金額は１７億３，１４５万円です。 
　新校舎は、平成２０年４月１日開校を予定して
います。 

工事の概要は次のとおりです。 
　建築面積 
　延床面積 
校舎　　１階 
 
        　　２階 
        　　３階 
体育館　１階 
　　　　２階 

４，６１７．２２㎡ 
７，９９３．１６㎡ 
２，６５１．３３㎡ 
４６４．１９㎡ 
２，０２７．４６㎡ 
１，５４４．０９㎡ 
１，０８５．５８㎡ 
２２０．５１㎡ 

職員室、教室、音楽室、保健室 
特別支援教育棟 
教室、コンピュータ室、図書室 
教室、家庭科室、理科室 
運動場、ステージ 
ホール、ギャラリー、会議室 

　少子高齢化と人口減少が進む中で、定住人口の確

保を図ります。 

〇若者やＵターン希望者の受け入れ体制の強化 

　雇用環境の整備や企業誘致の促進、求人求職情報
　の迅速な提供等、雇用の場の確保に努めます。 
〇子供を生み育てる環境の整備 

　子育て支援や保育体制の充実、地域医療ネットワー
　クの確立に努めます。 
〇団塊の世代（※6）の受け入れ 

　受け入れ体制の整備など具体的な検討を行います。 
（※6）団塊の世代 
　昭和２２～２４年頃の第一次ベビーブーム時代に生まれた世代。他世代に比
　較して人数が多いところからいう。 

　交流人口1千万人を目標に、交流人口の拡大を図り

ます。 

〇観光客数の拡大 

　観光誘客体制の整備や観光資源の掘り起こしに努
　めます。 
〇交通体系の整備 

　観光拠点を結ぶ道路網の整備や二次アクセス等の
　公共交通の利便性の充実を図ります。 
〇自然環境や観光資源の活用 

　グリーンツーリズム・エコツーリズムの推進や環境保護、
　景観の保全に努めます。 

　特色ある資源を活かし、観光産業と他産業の連携強化により、産業全般の振興を図ります。 

〇農林業との連携 

　農林産物や特産品のブランド化をめざし、付加価値の高い農林産物の生産や販路拡大に努めます。 

　地産地消の推進、地場産物を利用した特産品、加工食品の開発、都市と農村の交流促進に取り組みます。 

〇商工業との連携 

　中心市街地の活性化対策の推進、特産品の首都圏へのＰＲやインターネットの活用等による販路拡大に取り組みます。 

角館小学校完成予想図
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軟式野球（成年男子） 
9/30 10/3

冬季大会スキー競技会 

スキー（アルペン） 
2/10 13

デモスポ競技 

デュアスロン 
9/2

馬　術 
910/5

カヌー 
スラローム・ 

ワイルドウォーター 

9/30 10/3
（ ） 

秋田わか杉国体・秋田わか杉大会の幕開
けとなる“冬季大会スキー競技会”、これか
ら繰り広げられるアスリート達の競演に、
精一杯のエールを送る式典を実施します。
「式典前アトラクション＜自然の賛歌＞」

では、まごころあふれる県民性や魅力ある
伝統芸能、秋田の豊かな自然などをオリジ
ナル楽曲に合わせたパフォーマンスで表現
し、夢と感動の幕開けを演出します。

第62回国民体育大会
秋田わか杉国体冬季大会スキー競技会　　開会式一般観覧者募集中

開会式を観覧するためには「一般
観覧者入場券」（無料）が必要です。
当日券は、ありませんのでご注意

ください。

お申込みは、仙北市役所各庁舎の地域センター
と各出張所に設置してある、開会式一般観覧者入
場券申込ガイドの申込用紙に必要事項を記入し、
郵送（国体・障害者スポーツ大会局への持参も可）
するか、秋田県のホームページ
http://www.pref.akita.jp/kokutai/

にある入力フォームから申込ください。
申込者数が定員を上回った場合は、抽選により

当選者を決定します。
■詳しくは、入場券申込ガイドをご覧ください。

■問い合わせは
秋田市山王三丁目１－１　
秋田県国体・障害者スポーツ大会局大会総務課
電話018-860-5261 ＦＡＸ018-860-5211
E-mail kokutai@pref.akita.lg.jp

当日、会場周辺の道路は非常に交通量が多く混
雑が予想されますので、会場周辺への自家用車で
の乗り入れはできません。また、会場周辺へ自家
用車での送迎はご遠慮ください。みなさんのご協
力をお願いします。
◆無料シャトルバスの利用

無料シャトルバスを運行します。乗降場は、
仙北市役所田沢湖庁舎駐車場と春山第２駐車　
場の２か所です。
◆指定駐車場（無料）＋無料シャトルバスの利用

仙北市役所田沢湖庁舎駐車場と春山第２駐車　
場を指定駐車場とします。自家用車を利用の場　
合は、指定駐車場を利用し、無料シャトルバス
をご利用ください。指定駐車場を利用する場合　
は、専用の「駐車券」が必要です。
■詳しくは、入場券申込ガイドをご覧ください。
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多くの人が訪れている観覧席

競技案内や観光案内をする受付

秋田わか杉国体に向け、のじぎく兵庫国体を視察

◇馬術競技 10月６日（金）～10月10日（火）開催
のじぎく兵庫国体馬術競技は10月６日から10月10日までの５日間開催さ

れ、大会初日は平日にもかかわらず三木市内の競技会場には多くの観覧者
が訪れていました。また祝祭日は大混雑で競技場は座れない状態でした。
地元の方はほとんどの人が馬術競技を見るのが初めてということで、興味
津々に観戦していました。
受付では、競技プログラムや地元観光パンフレット等を配布し、馬術競

技の他に観光案内もしていました。馬術会場である三木市は、金物が名物
ということもあり、会場内には金物の屋台なども出店していました。
馬術競技が開催されている中、会場にはのじぎく兵庫国体のマスコット

キャラ「はばタン」も応援に駆けつけ、馬術競技をさらに盛り上げました。
大会期間中、園児も会場を訪れ馬

術競技を観戦し、会場内では競技時
間外に「はばタンカーニバル」が流れ、
園児が「はばタンダンス」を披露して
くれるなど、みんなが力を合わせて
国体を盛り上げていることを実感し
ました。

マスコットキャラの「はばタン」

◇カヌー競技（スラローム・ワイルドウォーター） 10月６日（金）～10月９日（月）開催

宍粟市波賀町引原川カヌー特設会場で10月６日より
４日間の日程で行われた「のじぎく兵庫国体」カヌー
競技（スラローム・ワイルドウォーター）では、秋田県
選手団は２競技４種目に男女別に計８種目出場し、４
種目で優勝し、２種目に入賞。来年、地元開催となる
わか杉国体でのさらなる活躍が期待されます。

入賞者　男子（※敬称略）
◆ワイルドウォーター・カヤックシングル（1500m）決勝10月6日
1位佐々木 翼秋田県協会 記録4分27秒90 
◆スラローム・カヤックシングル（25ゲート）決勝10月7日
1位佐々木 優秋田経法大 得点220.45 
◆スラローム・カヤックシングル（15ゲート）決勝10月8日
7位佐々木 優秋田経法大 得点236.79  
◆ワイルドウォーター・カヤックシングル(スプリント) 決勝10月9日
1位佐々木 翼秋田県協会 記録1分59秒88 

入賞者　女子（※敬称略）
◆スラローム・カヤックシングル（25ゲート）決勝10月7日
4位村山 夏美秋田県協会 得点320.89 
◆スラローム・カヤックシングル（15ゲート）決勝10月8日
1位村山 夏美秋田県協会 得点239.37

◇デモ・スポ行事トライアスロン競技
９月30日（土）～10月１日（日）開催

兵庫国体デモ・スポ行事トライアスロン競技が開催された国営明石海峡公
園（淡路市）は、「淡路島国際トラアスロン
大会」を過去４回開催されている設備の整
った会場です。
参加選手は、一般269人、ジュニア62人で、
日頃トレーニングを積んできた選手たちの
激しいデッドヒートが展開されました。
競技会場では、交通誘導、ドリンク配布のボランティアや、競技を終えた

選手には鍼灸師会によるマッサージのサービスが行われるなど、多くのボラ
ンティアが参加し活躍していました。

マッサージボランティア
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午前10時の号砲とともにスタートする選手

中学校男子の部で優勝した
西明寺中Ａチーム第10区の
西宮啓伍選手

西荒井がんば～ズ第３区の伊藤優選手
が区間新記録の走りで、第４区佐藤慎
太郎選手へタスキを繋ぎます

10月８日、西木地区を縦断する『第41回西木地
区駅伝競走大会』が開催されました。
当日は、西木地区の住民が、集落ごとに構成す

る一般の部に11チーム、中学校男子の部に５チー
ム、中学校女子の部に２チームが参加。上桧木内
地区の紙風船館前をスタートし、仙北市役所西木
庁舎前をゴールとする10区間、25㌔のコースで行
われました。
参加選手は、次のランナーへタスキを繋ぎ、タ

スキを受け取ったランナーは、沿道からの声援を
背に、ゴールを目指しました。

当日の成績
【一般の部】

①小渕野1：31：49 ②西根短足ズ1：35：35
③西荒井がんば～ズ1：35：40 ④マイペース潟野
1：43：16 ⑤山口1：46：51 ⑥門屋1：47：36
⑦西根ささら～ズ1：51：48 ⑧小滝1：53：49
⑨西荒井どんこ～ず1：54：01 ⑩カンデッコの里
1：54：09 ⑪戸沢2：04：15
【中学校男子の部】

①西明寺Ａ1：23：41 ②桧木内Ａ1：24：13
③西明寺Ｂ1：32：49 ④桧木内Ｂ1：34：23
⑤西明寺中パチクリ1：44：01
【中学校女子の部】
①桧木内1：47：14 ②西明寺1：47：42

区 間 賞　※◯新は新記録、敬称略、（ ）内はチーム名 
【一般の部】　第１区（3.8㌔）…門脇洋（西根短足ズ）13：16　第２区（2.4㌔）…佐藤広海（小渕野）8：55 
第３区（2.5㌔）…◯新伊藤優（西荒井がんば～ズ）7：38　第４区（2.1㌔）…田村誠（小滝）7：23　 
第５区（2.2㌔）…佐藤明広（小渕野）8：24　第６区（2.6㌔）…嶋村裕太（小渕野）9：15　 
第７区（2.6㌔）…佐藤貴士（小渕野）9：24　第８区（1.9㌔）…木元智昭（西荒井がんば～ズ）7：31　 
第９区（3.1㌔）…佐藤翼（小渕野）9：28　第10区（1.8㌔）…斎藤隆志（マイペース潟野）6：27 
【中学校男子の部】　第１区（3.8㌔）…田口雄斗（桧木内Ａ）12：36　第２区（2.4㌔）…門脇佑真（西明寺Ａ）
7：50　第３区（2.5㌔）…阿部智将（西明寺Ａ）8：09　第４区（2.1㌔）…浅利健也（桧木内Ａ）6：49　 
第５区（2.2㌔）…門脇伸大（桧木内Ａ）7：29　第６区（2.6㌔）…大牧広大（西明寺Ａ）8：10　 
第７区（2.6㌔）…浅利純哉（桧木内Ｂ）8：59　第８区（1.9㌔）…西宮賢亮（西明寺Ａ）6：33　 
第９区（3.1㌔）…赤倉峻也（西明寺Ａ）10：05　第10区（1.8㌔）…西宮啓伍（西明寺Ａ）6：10 
【中学校女子の部】　第１区（3.8㌔）…大澤麻衣子（桧木内）14：48　第２区（2.4㌔）…佐々木真央（西明寺）
9：43　第３区（2.5㌔）…門脇茅花（桧木内）10：05　第４区（2.1㌔）…小林沙也香（西明寺）8：50　 
第５区（2.2㌔）…齋藤茜（西明寺）9：49　第６区（2.6㌔）…阿部美沙希（桧木内）10：21　 
第７区（2.6㌔）…田中愛理沙（桧木内）10：53　第８区（1.9㌔）…阿部沙紀（西明寺）8：42　 
第９区（3.1㌔）…竹村瑞季（桧木内）12：29　第10区（1.8㌔）…武藤瞳（西明寺）7：39
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９月22・23日の両日、この地で唄い継がれてきた生保
内節を全国の民謡を愛する人たちと共に、継承しながら
広く普及することを目的とした、第21回生保内節全国大
会が市民会館で開催さました。大会には、全国各地の民
謡を愛する人が、一般の部に191人、年少者の部に19人
がエントリーし、日ごろ鍛えた喉と節まわしを競い合い
ました。
22日の開会式では、前年度の第20回記念大会優勝者の

深瀬康子さんから優勝旗が返還され、レプリカが手渡さ
れました。
引き続き、一般の部の予選が行われ、準決勝進出60人

を賭け、自分の出番まで階段や廊下、ロビーなどで発声
練習やイメージトレーニングをして予選に臨んでいまし
た。
23日には、中学生以下の年少者の部決勝と前日の予選

を通過した60人による一般の部準決勝が行われ、年少者
の部には市内から斉藤彩花さんと小松博美さんが出場し
ました。審査の結果、元唄を唄った山上衛さん（秋田市）
が、年少者の部の最優秀賞に、小松博美さんが優秀賞に
選ばれました。
一般の部決勝は、準決勝から10人が進出。市内からは、
冨岡沙樹さんと近藤みつ子さんが決勝に出場し、最優秀
賞には高橋歩惟さん（大館市）が選ばれ、第21代のチャン
ピオンに輝きました。

優勝旗を手に生保内節を披露する高橋歩惟さん

年少者の部最優秀賞に輝いた山上衛さん

当日の成績※敬称略
【年少者の部】 最優秀賞 山　上　　　衛（秋田市）

優 秀 賞 倉　田　珠　衣（大仙市）
小　松　博　美（仙北市）
高　橋　大　成（由利本荘市）

【一般の部】 最優秀賞 高　橋　歩　惟（大館市）
優 秀 賞 浅　野　江里子（秋田市）

浅　野　晴　香（秋田市）
佐　藤　良　雄（にかほ市）
三　浦　九十九（由利本荘市）

敢 闘 賞 冨　岡　沙　樹（仙北市）
青　木　　　強（仙台市）
浅　野　恵　子（秋田市）
近　藤　みつ子（仙北市）
大　川　あけみ（秋田市）
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NHK公開番組「ふるさと競演」～大仙市VS仙北市～が
９月24日、大仙市の大曲市民会館で行われました。「ふる
さと競演」は、文字通り地元（ふるさと）のみなさんが主
役となってステージ上で楽しいパフォーマンスやふるさ
と自慢などを対抗戦形式で競い合うもので、仙北市から
は「生保内節」を唄う中学生、地主和希さん、冨岡沙樹さ
ん、角館歴史案内人の畠山聖子さんやおやま囃子を披露
した藤原組のみなさん、西木力自慢の若者、白岩小学校
５・６年生のみなさんが出演。ゲストの松原のぶえさんが
大仙市、石原詢子さんが仙北市のチームリーダーとして
応援していただき会場を盛り上げ、楽しく華やかなステ
ージとなりました。そして対抗戦の結果、勝ったのは…
…。ＮＨＫ総合テレビで11月10日（金）午後７時30分から
の（再放送：BS第２放送で12月24日午後0時15分から）放
送をぜひご覧ください。

NHK公開番組「ふるさと競演」～大仙市VS仙北市～

第12回平福百穂顕彰短歌大会が10月１日、角館樺細工伝承
館で開催されました。
講演会では、現代歌人協会会員（元理事）、日本文芸家協会

会員の秋葉四郎氏を講師に迎え「短歌を作り易くする十のポ
イント」と題し、ポイントの一つとして真似ることを武道な
どでの「守破離」を例に「意識して真似る…型、技を確実につ
ける段階」「意識せずに真似てしまう…発展する段階」「意識
して真似ない…独自の新しいものを確立する段階」と説明。
正岡子規や斎藤茂吉の歌を例に様々なポイントを解説してい
ました。
講演終了後、参加者は市内を探訪し、選歌発表と表彰が行

われました。入選歌は次のとおりです。

９月20日、認知症予防講演会が角館樺細工伝承館で開催
されました。
岩手県滝沢村のあすみのクリニック院長の斎藤宏之氏を

講師に迎え「今からでも間に合う　知れば怖くない認知症」
と題した講演が行われました。
斎藤氏は、「認知症は、脳や身体の疾患を原因として記

憶・判断力などの障害が起こる『病気』であり、単なる物忘
れとは違う」と話し、早期発見のポイントや家族の接し方
などをユーモアも交えながら説明し、「おかしい」と思った
ら、歳のせいと放置せず早めに医療機関に相談し治療する
ことが大切と訴えていました。

平福百穂顕彰短歌大会

認知症予防講演会

ユーモアを交えた楽しい話しで盛り上がった講演会

チームリーダーの石原詢子さん（左端）と出演者の皆さん

秋葉氏の話に真剣に耳を傾ける参加者



平成18年度の防犯功労者及び防犯功労団体の表彰
が行われ、仙北市からは防犯功労者18名、優良防犯
団体３団体が表彰され、10月12日に仙北警察署で伝
達式が行われました。
表彰された個人、団体は次のとおりです。（敬称略）

【県防犯功労者】 武藤次雄、羽川忠利
【署・地区防犯功労団体】
中泊子供見守り隊（代表・工藤ナカ子）、
仙北市立神代小学校PTA（会長・藤村富美也）、
たざわ湖防犯巡回隊（代表・石橋邦宏）

【署・地区防犯功労者】 安杖清孝、高橋修悦、戸澤正隆、藤井和美、石橋久治、渡邊三男、草　勇、高橋陽一、
菅原久二夫、千葉重夫、坂本丈夫、三浦久、田口久義、羽川誠、羽川久治、伊藤セツ
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角館町広久内の県道50号大曲田沢湖
線の「広久内橋」がこのほど完成し、
10月３日に竣工式が行われ、テープカ
ットに引き続き渡り初めが行われまし
た。
渡り初めには佐藤直樹さん、佐藤則

行さん、皆川英一さん、草　良孝さん、
佐藤健さんら広久内地区の３世代夫婦
５組や来賓、関係者等に続き「広久内
ささら」と地区住民も参加して橋の完
成を祝うとともに安全を祈願しました。
旧広久内橋は、昭和37年に完成した

県道50号大曲田沢湖線「広久内橋」の完成を祝って渡り初め

平成18年度田沢湖地区秋季野球大会

平成18年度 防犯功労者・団体表彰

防犯功労者、団体代表のみなさん

完成を祝い、安全を祈願した渡り初め

平成18年度田沢湖地区秋季野球大会が９月24日、
田沢湖球場や生保内中学校グラウンドを会場に開催
され、11チームが参加し熱戦が繰り広げられました。
大会の結果は次のとおりです。（敬称略）
優　勝 田沢湖ＢＢＣ
準優勝 田沢湖ブラッキー
【個人表彰】

最優秀選手賞 松崎正人（田沢湖ＢＢＣ）
優秀選手賞 梁田　豪（田沢湖ブラッキー）

荒木田誠（田沢湖ＢＢＣ）
敢　闘　賞 須田忠彰（田沢湖ＢＢＣ）

鈴木和宏（田沢湖ＢＢＣ）
高橋鉄平（田沢湖ブラッキー）

人権擁護委員に感謝状

もので幅員が狭く、大型車両の交差が困難なことから地方道路交付金事業（広久内工区）により平成14年度に架替工
事に着工。総事業費10億7，770万円で施行延長502．0ｍ（橋長139.0ｍ）、総幅員11.0ｍ（車道幅員幅員6.0ｍ）、片側歩道
2.5ｍの新しい橋が完成しました。旧橋は今後解体されます。

10月10日、人権擁護
委員として活躍されて
きた八　郁雄さん（角
館町山根町）に法務大
臣から感謝状が贈られ、
市役所角館庁舎で伝達
式が行われました。
八　さんは平成６年

７月１日より、12年の
永きにわたり人権擁護
委員として地域住民の
人権擁護のために尽力されてきました。
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10月４日、「ひとり暮らしの方々と寿楽荘入所者の集い」（仙北
市社会福祉協議会主催）が行われ、角館南高校の「地域との交流
会」に105人が参加しました。
このイベントは、角館地区のひとり暮らしの方々と寿楽荘に入

所するみなさんとの交流を目的に、毎年行われています。
南高校の体育館で行われた交流会では、角南祭の演劇コンクー

ル優秀賞の演劇や合唱、吹奏楽部の演奏などが披露されたほか、
２・３年生が家庭科の授業で作った巾着袋を、お年寄りにプレゼ
ントしました。参加したお年寄りは、楽しい時間を過ごしていま
した。

角館地区ひとり暮らしの方々と寿楽荘入所者の集い

10月６日、辰子に想いをよせる方々が集まり、辰子像前で
「たつこ感謝祭」が開催されました。
当日は辰子像に感謝をこめてお供えをし、その後、悪天候のた
め場所をむらっこ物産館へ移動。ひまわりの会による紙芝居や龍
子姫の歌と紙芝居を組み合わせた辰子伝説を披露しました。
続いて、フォルクローレを中心に演奏するバンド「ベル・ヴ

ィエントス」が登場。辰子とも関連の深い八郎太郎を主人公と
した組曲「三湖伝説」を披露し、すばらしい演奏で参加者を魅
了しました。

たつこ感謝祭

神代中学校で抱返り渓谷を清掃

歌と語りによる辰子伝説を披露

お互いに自己紹介する参加者と角南生

９月29日、神代中学校の全校生徒111人と教職員が、
抱返り渓谷を清掃するボランティア活動を実施しまし
た。
神代中学校では、去年から春夏秋冬１ボランティアを

目標として、ボランティア活動を実施しています。そし
て、秋のボランティア活動として去年と同様に、抱返り
渓谷の清掃を選びました。
佐々木美登生徒会長から「抱返り渓谷を訪れる観光客

のために、きれいにしましょう」と、あいさつが述べら
れ、全員で清掃しました。

園児たちが芋掘り体験
10月４日、春に植えたサツマイモの収穫をだしのこ園の園

児たちが行いました。
これは園児に農作業を体験してもらい、さらに食育につな

げたいと毎年行われている活動です。
園児たちは夢中になって芋を掘り、大きな芋を掘りあてる

と先生や友達に自慢していました。
収穫されたサツマイモは給食で食べたり、園児たちがお土

産に家に持ち帰りました。

刈った草を集め、きれいにする神代中学生

大きなサツマイモを収穫する園児たち



仙北地区安全運転管理者協会田沢湖支部協賛の「田沢湖地区老
連第１回交通安全グラウンドゴルフ大会」が、９月29日、市営田
沢湖グラウンドを会場に開催され、田沢湖地区の老人クラブから
約150人が参加しました。
当日は、仙北警察署の虎谷交通課長から、交通安全の啓発につ

いて講話が行われたほか、参加者を代表し、高橋五百枝さんが
「交通事故のない明るい地域づくりに努める」と、誓いのことば
が述べられました。
引き続き、グラウンドゴルフを楽しみながら、交流を深めました。
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青森県下北半島のむつ市を拠点に、北海道と青森、秋田、岩手
の東北３県で幅広く演奏活動をしている、海上自衛隊大湊音楽隊
のコンサートが、10月１日、仙北市民会館で開催されました。
これは、仙北市誕生１周年を記念し、平成18年度の市民会館

自主事業として、また、仙北市自衛隊父兄会の協賛で行われた
もので、行進曲「ボン・ボヤージュ」や映画挿入歌「ミッショ
ン・インポッシブル」、雪国～望郷じょんがら～下北漁港の
「みちのく演歌メドレー」などが演奏され、会場を埋めた満員
の聴衆を魅了していました。

仙北市誕生１周年記念 自衛隊音楽隊コンサート

田沢湖地区老連
第１回交通安全グラウンドゴルフ大会

おめでとうございます　白寿（99歳）のお祝い

平成17年国勢調査確定値結果の概要

すばらしい演奏を披露する音楽隊

グラウンドゴルフを楽しむ老人クラブ会員

明治40年10月1日生まれの藤原静さん 明治40年10月12日生まれの齋藤ツルエさん

清眺苑利用者の藤原静さん
が10月１日に99歳の白寿を迎
えられ、２日に仙北市からお
祝いと花束が贈呈されました。
また、田沢の郷利用者の齋

藤ツルエさんが10月12日に99
歳の白寿を迎えられ、仙北市
からお祝いと花束が贈呈され
ました。

人　　口 H12年からの人口増減 
男 

１４，８７２ 
女 

１６，９９６ 
総数 
３１，８６８ 

H１２年 
総数 
３３，５６５ 

実数 
－１，６９７ 

（％） 
－５．１ 

世帯数 
 
１０，２７４ 

区　分 
人口総数 
０～１４歳 
１５～６４歳 
６５歳以上 

人　口 
３１，８６８ 
３，５５４ 
１８，４７７ 
９，８３７ 

割合（％） 
１００．０　 
１１．２　 
５８．０　 
３０．９　 

平成17年国勢調査の結果については、昨年12月に「国勢調査速報」として要計表による人口及び世帯数の速報
値を公表しておりますが、このたび調査票を使用して行った「第１次基本集計結果」が公表され、平成17年10月
１日現在の人口及び世帯数が確定しました。
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角館、田沢湖、西木３地区の地域審議会の合同研修会
が10月13日、西木温泉ふれあいプラザクリオンを会場に
開催されました。
研修会では、仙北市総合計画について説明や意見交換

が行われたほか、土屋朋子氏を講師に招いて講演会が行
われました。
スポーツ・レジャープロデューサーの土屋氏は、世界

的な自転車レース「ツール・ド・フランス」で自転車の虜
となり、“本物のロード・レーサーに乗ってもらう”試み
「女性のための田沢湖ツーリング」を毎年10回程度主宰、
田沢湖に数ヵ月滞在しています。
「サイクルツーリングから見えてくる仙北市の魅力」

と題した講演では、「自転車で、仙北市内の小さい道はたくさん走ったので、市民のみなさんより道に詳しいかもし
れない」という土屋氏は、「仙北市は、田沢湖の温泉、西木の農村や角館の武家屋敷といった３つのエリアが見事に
ジョイントしたとても魅力ある地域」と仙北市の魅力を話すとともに、「観光は“ご縁”による人と人とのふれあい。
“ご縁”をつくるために何をしたらいいのか。一歩を踏み出すことが大切」と話していました。

角館・田沢湖・西木地域審議会合同研修会

読書の秋恒例の文化講演会（主催・角館図書館後援会）が10月16日、角館樺細工
伝承館を会場に開催され約200人が参加しました。
この文化講演会は、芥川賞作家で、新潮社記念文学館名誉館長の高井有一氏の

紹介で、毎年著名な作家等を招いて開催しているもので、46回目となる今年は生
まれ故郷の福島県三春町のお寺で副住職を務め、2001年に「中陰の花」で芥川賞を
受賞された玄侑宗久氏を講師に迎え、「流れない時間」と題した講演が行われました。
玄侑氏は、「時の流れは、無数の瞬間の記憶をつなげたもので、人の脳の中でつ

くられる。人の記憶は変化するもので、自分の人生をどうまとめるかが、その人
の時間の流れに関わってくる」と独特な時間論を示し、「坐禅やお経を読むときは
何も考えない。すると、時間も流れないもの。老化も気のせいであり、年相応な
ど考えず平均寿命も気にしないと長生きできる。みんなで長生きしましょう」と
締めくくりました。

芥川賞作家 玄侑宗久氏を迎え　第46回文化講演会

つくろう・あそぼう・みんなともだち
ちびっ子県民交流会

元気な踊りを披露する園児のみなさん

芥川賞作家　玄侑氏

自転車の魅力や近年注目されるエコツアーについても話す土屋氏

10月14日、神代市民体育館を会場に「ちびっ子県
民交流会」が開催されました。
これは、保育園、幼稚園の垣根を越えて、心豊か

で元気な子どもの育成をめざすとともに、人間形成
の基礎を培う幼児教育の重要性を地域のみなさんに
理解してもらうことを目的に秋田県教育委員会が主
催し、県内13会場で開催されるものです。
交流会では、市内の保育園や幼稚園の園児が組体

操やダンス、踊りなどをステージで発表。交流タイ
ムでは親子による「運動遊び」が行われ、子どもた
ちの歓声が響く中、親子のふれあいを楽しんでいま
した。
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◇昨年は都合がつかず今年初めて模擬面接に協力させていただきまし　
た。自分に何が出来るのかと、不安で一杯になりながらの面接でした　
が、私以上に不安げで緊張している生徒さんを前にして、何か１つで
も良いアドバイスが出来ればと夢中で、あっという間に終わってし　
まいました。私にとっても良い経験になりました。皆さんが希望の職　
業に就けますよう応援しています。
◇本校の保護者による面接の練習はとても意義深いものである。毎日の　
ように接している先生と違い、初めて会う人に厳しい質問をされると　
どんなに緊張することか。
◇我が家の息子以外の高校生と会話すること、そして、今の高校生がどういう考えを持っているかを生で聞く機　　
会はそうそうありませんから、ついつい生徒さんにとっては想定外の質問をしたりしてしまいました。迷惑だ　
ったでしょうが、模擬面接を通して、会話させていただき楽しませていただきました。ありがとうございまし
た。
◇「不意をつかれる」という経験を一度でもしておくことは良いことだと思います。是非続けてください。
◇今回で２回目であったが、就職希望者（生徒）も面接官も緊張感があってＰＴＡ活動の１つの取り組みとして
は評価できるものである。自分の経験も生かせるし、生徒達にも社会に出て就職したらこうあってほしいと逆
に希望と期待をしてしまう。何か自分自身が試されているようで、親としても改めて自分の若い時代の頃を思
い出しながら生徒達に夢を託してしまった。

◇厳しい現実である就職を目指すだけあって、考え方、言葉の使い
方、態度などこれまでの学校の指導と本人の努力が見られ必ずや
本番でよい結果が出せると確信できる生徒達でした。第一のハー
ドルは試験の“点数”かもしれませんが、自己をＰＲ出来る面接
で、120％の力が発揮できるよう最後まで磨きをかけて、自分の魅
力を相手に伝え、勝利を手にして欲しいと思います。自分の子も　　
含め、現代の若者達に不足しているのは何か、それは内に持つエ
ネルギーを発散させ、良い形に変え、各々の才能を開花させられ
る努力と思いますが、今日の生徒達の澄んだ瞳の中には輝く未来
が宿っているはずなので、周りの大人達がそれを見守り、手助け
をし、世の大海に送り出してあげたいと思いました。

《合格を勝ち取った生徒の感想です。》
○先生方との練習では味わえない緊張感を経験することが出来ました。保護者の方から「棒読みをしているよ　
うに聞こえるから、話し言葉に崩してもっと自然に」など、具体的なアドバイスを頂くことも出来ました。
本番では練習を思い出して緊張せずに笑顔で臨むことが出来て良かったです。

11月９日（木）～11日（土）は、角館高校の学校公開日です。普段の授業のほかに、いろいろな分野の
大学の先生方10名による「大学模擬講義」もあります。わかりやすく学問のおもしろさを伝えてくれます。
どうぞ、お気軽においでください。
大学模擬講義　日時　11月10日（金）13：30～15：00 会場　角館高校　各教室

参加大学　秋田大学・国際教養大学・秋田県立大学・東北福祉大学・
東北学院大学・専修大学・盛岡大学・女子栄養大学　

■問合せ：角館高校　担当：沖田雅子　TEL（５４）２５６０

本校では毎年保護者の方々にご協力を頂いて就職希望者に対して模擬面接を実施しております。これは民
間就職を希望する生徒に対して、教職員とは違った視点の問いかけを、初めてお目にかかる方々にしていた
だき、本番の面接において自分自身を十分に表現していく訓練を目的にして行われているものです。
今回は9月に行われた模擬面接でご協力を頂いた保護者の方々のご意見を紹介いたします。
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新潮社から学習資料館へ
寄贈されました図書を紹介します

◆カウンターから日本が見える（伊藤洋一）
◆好かれる方法（矢島尚）
◆ＣＤ宮本武蔵名場面集第三集・第四集（吉川英治）
◆信長街道（安倍龍太郎）
◆剣聖
（池波正太郎・津本陽・直木三十五・五味康祐・網淵謙錠）
◆仕事と年齢にとらわれないイギリスの常識（井形慶子）
◆朽ちていった命（ＮＨＫ「東海村臨界事故」取材班）
◆かずら野（乙川優三郎）
◆脇役（北原亜以子）
◆天下城〈上・下〉（佐々木譲）
◆窓際ＯＬ　トホホな朝ウフフの夜（斎藤由香）
◆すべての道はローマに通ず〈上・下〉（塩野七生）
◆天窓のある家（篠田節子）
◆八月の博物館（瀬名秀明）
◆家守綺譚（梨木香歩）
◆子どもが育つみちすじ（服部祥子）
◆道長の冒険（平岩弓枝）
◆オウエンのために祈りを〈上・下〉（ジョン・アーヴィング）
◆ホームズ二世のロシア秘録（ブライアン・フリーマントル）
◆Ｍ・Ｃ・☆　ＬＡＷ　３　（剣名舞）
◆彼女を守る５１の方法（古屋兎丸）
◆桜坂満太郎　16（吉田健二）
◆アキハバラ＠ＤＥＥＰ　４（石田衣良）
◆エンジェル・ハート　20（北条司）
◆山下たろーくん　～うみとそらの物語～（こせきこうじ）

「手の上のシャボン玉」
あなたの家族が臓器移植を受けなければ死ん

でしまうとしたら？そんな主人公の病気をとお
して、家族の大切さに気づいていく様子をえが
いた小説です。 （あいはら友子著　幻冬舎）

「ぶんぶくマッサージチェアー」
人を驚かすのが大好きなたぬきがマッ

サージチェアーに化けました。ひょんな
ことから、買われた家でやさしさに出会
います。小学生が書いたとは思えないよ
うな絵本です。（宮葉唯著　くもん出版）

●宮沢賢治と法華経について（田口昭典）
●名もなき毒（宮部みゆき）
●八月の路上に捨てる（伊藤たかみ）
●できるブログ（田口和裕）
●外来生物事典（池田清彦）
●行方不明者（折原一）
●ありふれた風景画（あさのあつこ）
●わたしの紅茶生活（山田詩子）
●柳生平定記（多田容子）
●彼女の命日（新津きよみ）

学習資料館からお知らせ
仙北市総合情報センター・学習資料館は、西宮家（田町側）向かいにあります。
ビデオ・ＣＤも貸出しております。どうぞご利用下さい。

開館時間　火曜日～土曜日　午前９時から午後７時
日曜日　　　　　午前９時から午後５時（休館日は月曜日、祝日、月末）

◆芥子の花（西條奈加）
◆都と京（酒井順子）
◆コルセット（姫野カオルコ）
◆風が強く吹いている（三浦しをん）
◆渋滞学（西成活裕）
◆お念仏とは何か（ひろさちや）
◆その街の今は（柴崎友香）
◆レインツリーの国（有川浩）
◆パーマネント野ばら（西原理恵子）
◆銀天公社の偽月（椎名誠）
◆小説の誕生（保坂和志）
◆四度目の氷河期（荻原浩）
◆ハルキ・ムラカミと言葉の音楽（ジェイ・ルービン）
◆わが悲しき娼婦たちの思い出

（ガブリエル・ガルシア＝マルケス）
◆ティンブクトゥ（ポール・オースター）
◆マイノリティーの拳（林壮一）
◆累犯障害者（山本譲司）
◆カラダで地球を考える（中野不二男）
◆手塚治虫　原画の秘密（森晴路　手塚プロダクション）
◆有元利夫　絵を描く楽しさ

（有元利夫・有元容子・山崎省三）
◆遠藤周作と歩く｢長崎巡礼｣(遠藤周作　芸術新潮編集部)
◆阿川弘之全集　14巻（阿川弘之）
◆心臓にいい話（小柳仁）
◆反西洋思想（イアン・ブルマ）

～第60回読書週間～
本の世界に熱中するのは、幸せなひとときです。９日までは読書週間です。
あなたもそんな時間を過ごしてみませんか？

３日（文化の日） ６日（月）

13日（月） 20日（月）

23日（勤労感謝の日） 27日（月）
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角館公民館 

内容 

公民大学 
郷土研究学科 

公民大学 
園芸学科 

公民大学 
書道学科（研究） 

公民大学 
書道学科（専門） 

公民大学 
陶芸学科（１班） 

公民大学 
陶芸学科（２班） 

公民大学 
社会学科 
 

日　 

１４日 

９日 

１、１５日 

８，２２日 

７、２１日 

２、１６日 

１６日 

 

時刻  

13：30 

未定  

13：30 

13：30 

9：30 

9：30 

10：00

会　場 

角館公民館 

未定 

角館公民館 

角館公民館 

陶芸実習室 

陶芸実習室 

角館公民館 

　第２回仙北市文化祭（西木地区）を次の日程で開催いた
します。皆さんお揃いでご来場ください。展示する作品も募
集中です。 
 
期　　日　　１２月３日（日） 
【　展　示　部　門　】 
展示時間　　午前９時～午後３時 
会　　場　　クリオン隣　体育館 
保育園・小学校作品、焼き物、七宝焼き、絵画、 
絵てがみ、編み物、工芸品など。 
抹茶サービス、体験コーナー、サラダハウスコーナー、公民館
コーナーなどもあります。 
【　演　芸　部　門　】 
開演時間　　正午～午後２時30分 
会　　場　　クリオン２Ｆ 
内　　容　　西木芸文協会員による発表 

しっとりと落ち着いたこの季節に、武家屋敷の樹
木について学びながら散策してみませんか。 
 
日　　時　１１月９日(木)　午前９時３０分～１１時３０分 
場　　所　角館公民館に集合し、武家屋敷通りを散策します 
講　　師　佐々木佐年　先生 
定　　員　１０名 
参 加 費　無　料 
申込期限　１１月７日（火） 
申 込 先　角館公民館　TEL 54–1110

会　　場　　仙北市生保内市民体育館 
　　　　　　仙北市立田沢湖図書館 
展示期間　　１１月３日（金）午前９時～午後５時まで 
　　　　　　１１月４日（土）午前９時～午後４時まで 
内　　容　　 
　展示発表（順不同） 
　　書道、絵画、写真、華道、さつき、 
　　短歌、俳句、工芸、手芸、その他 
　　介護老人保険施設「田沢の郷」作品 
　　デイサービスセンター「ののはな」作品 
　　田沢湖地区幼稚園・保育園の子供たちの作品 
　ポーセラーツ教室 
　　３日（金）コースター作り　材料費600円程度です。 
　茶　道　　３日（金）斎藤晋白社中 
　　　　　　４日（土）畠山森抱社中 
　北浦史談展示会（図書館２階）「我が家のおたから展」 
問合せ先　　田沢湖公民館　ＴＥＬ　４３－１０６１ 

　西木公民館では地域で進める親子国際理解推進事業 
「にしきチビッコちゃれんじクラブ」を開催しております。桧木
内地区、西明寺地区で７月～１１月まで各６回、毎回地域の
先生をお招きし、ゲームをしたりしていろいろな国の文化や
価値観を体験しています。 

日　時　１１月２５日（土）　午前１０時～午後１時 
会　場　仙北市就業改善センター（神代） 
材料費　一人につき500円 
講　師　草　貞子、千田ミワ 
定　員　２０名（定員になり次第締め切ります） 
申込み　１１月６日（月）から１１月２２日（水）まで 
申込先　田沢湖公民館　ＴＥＬ　４３－１０６１ 
　　　　（電話にてお申込み下さい） 

（左）毎回のお楽しみは紙芝 
居とマジックの芳賀先生 

パターン先生の国インド 

に行ってみよう（右） 
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①障害程度区分が導入されました。 
②日中活動のための支援と居住支援にサービスが分かれま
す。 
③施設入所の方も複数のサービスの組み合わせができま

①訓練等給付 
　・生活の能力を高めるための訓練 
　・就労に向けた訓練 
　・共同生活(グループホーム） 

②介護給付 
　・居宅介護 
　 （制度から一人ひとりに合ったサービスを
　     行います。） 
　・短期入所（宿泊） 
　・児童デイサービス 
　・共同生活（ケアホーム） 
　・施設入所 
 

①福祉事務所他各窓口で相談、申請 
②訪問による障害程度区分調査 
（介護給付のみ） 
・医師意見書と調査書を基に認定審査会で障害程度区分
決定 
③支給決定 
④申請者とサービス提供事業者の契約 
⑤サービス利用（原則１割負担） 

問合せ：社会福祉課障害福祉係  TEL（４３）２２８８／FAX（４７）２１１６ 

相談支援事業  
　障害福祉に関する相談を承ります。今年度は主に福
祉事務所が相談支援事業を行います。 

コミュニケーション事業 
　聴覚、言語、音声などに障害のある方々へ手話通訳者
等の派遣を行います。 生活サポート 

　障害程度区分非該当者で必要と認められた方に対し
ヘルパーを派遣します。 

声の広報等発行 
　視覚などに障害のある方々に声の広報を届けている団
体に対し補助をします。 

自動車運転免許取得費助成 
　障害のある方が就労や社会参加のための自動車免許
取得に対し助成します。 

自動車改造費助成 
　障害のある方が就労に伴い自動車を取得する場合、そ
の車の改造費用に対し助成します。 

地域活動支援センター  
　創作活動や生産活動、また在宅の方に対して交流の
場を提供します。 

日常生活用具給付 
　ストマ用装具他日常生活支援の為の用具を給付しま

移動支援 
　社会的生活上必要な外出に対し、ヘルパーを派遣しま

福祉ホーム事業 
　福祉ホームの利用に関して施設に対し支援します。 

更生訓練費給付   
　更生援護施設入所者の訓練に対する給付です。 

日中一時支援  
 ①養護学校生徒の放課後支援　②日帰り短期入所 

経過的デイサービス 
　平成１８年度に限り障害者デイサービスを利用できま訪問入浴サービス 

　入浴車により在宅で入浴サービスを提供します。 

�y
�
�
y
y
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特別障害者手当･･･ 
　　〈支給額〉月額２６，４４０円 

　２０歳以上で身体または知的、精神、特定疾患などで重度の障害があり、常
時介護を必要とする在宅の方に支給されます。障害が重複している、日常生
活の各動作に制限がある、という方が対象です。 

障害児福祉手当･･･ 
　　〈支給額〉月額１４，３８０円 

　２０歳未満で身体または知的に重度の障害があり、日常生活が著しく制限さ
れ、常時介護を必要とするお子さんを対象に支給されます。 

問合せ：社会福祉課　障害福祉係　TEL（４３）２２８８ 

特別児童扶養手当･･････････ 
　〈支給額〉１級（重度障害児）月額５０，７５０円 
　　　　　２級（中度障害児）月額３３，８００円 

　２０歳未満で、身体または知的に中度以上の障害がある
お子さんを扶養している父、もしくは母、または養育者を対
象として支給されます。 

問合せ：長寿子育て課　総務企画係　TEL（４３）２２８０ 

〈請求手続き〉 
　支給要件に該当すると思われる方は、所定の診断書等が必要な場合もありますので、問い合わせ先に確認のうえ、
請求の手続きをしてください。認定を受けることにより、請求した日の属する月の翌月分から支給されます。  

〈手帳がなくても･･･〉  
　これらの手当は身体障害者手帳や療育手帳をお持ちでなくても、同程度の障害がある方は対象となります。ただし、
障害のある方が施設などに入所している場合や、障害を事由として公的年金を受けることができる場合は対象になりま
せん。 

〈所得制限〉 
　請求者、同居の扶養義務者について所得制限があります。 

　１０月より障害者自立支援法全面施行により、NPO法人秋田ふくしハートネットが「旧仙北北部ふれあいセ
ンターにじ」（知的障がい者小規模作業所）と「旧角館さくら共同作業所」（精神障がい者小規模作業所）
を同一事業所として運営することになりました。名称は「愛仙（あいせん）」です。よろしくお願いします。 

　　　☆サービス内容　　訓練等給付・・・「就労継続支援B型」（非雇用型）　　介護給付・・・「生活介護」 
　　　☆仙北市からの委託事業 
　　　　　地域活動支援センター・・・創作活動や生産活動、また在宅の方に対して交流の場を提供します。 
　　　　　日中一時支援・・・①養護学校生徒の放課後支援　②日帰り短期入所　 
　詳しいことは、法人事務所、各作業所までお気軽にお問い合わせください。 
　　　　　　　　NPO法人秋田ふくしハートネット事務局　TEL／FAX（５４）２４２２ 
　　　　　　　　愛仙（にじ）　TEL／FAX（５５）５０７１　　愛仙（さくら）　TEL／FAX（５４）３０４４ 



　「地方でできることは地方に」という方針のもと、各自治体が自主性を発揮し、より身近な行政サービスを効率よく行うた
めに三位一体改革が進められてきました。その一環として、国の所得税から地方の住民税（市・県民税）へ３兆円の税源
移譲が行われます。 

　市・県民税所得割の税率は従来３段階の超過累進構造になっていました。これを所得の多い少ないに関わらず一律
１０％の比例税率構造に変えることになりました。これによって高額所得者の多い地域に税収が集中することなく税源移
譲が可能となります。 

　市・県民税所得割の１０％比例税率化に伴い、国が進める所得税の税率構造も見直されます。市・県民税については
最低税率が５％→１０％に引き上げ、最高税率が１３％→１０％に引き下げとなっていますが、所得税は逆に最低税率が１０
％→５％に引き下げ、最高税率が３７％→４０％に引き上げとなります。また、人的控除の差に対応した減額措置なども講じ
られます。これらの措置により、税源移譲の前後で「市・県民税＋所得税」の納税者の負担は変わりません。 

（市民税6％、県民税4％） 

※　図中の税率は、市民税と県民税を合わせたものです 

■課税所得が200万円まで税率5％ 
■課税所得が200～700万円まで税率10％ 
■課税所得が700万円超の税率13％ 

■課税所得にかかわらず、一律10％ 

※ 課税所得・・・収入から給与所得控除、社会保険控除等の諸控除を差し引いた金額 

＝ 

個々の納税者の 
負担合計額は同じ 
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　軽自動車税について、『車両を他人に譲ったり、だいぶ前から無くなっているのに納税通知書が届きました。どうして
でしょうか』という問い合わせが多く寄せられます。 
　軽自動車税は毎年４月１日現在で軽自動車を所有している人にかかります。 
　他人に譲渡した場合や、廃車した場合でも、名義変更の手続きが済んでいませんと、前の所有者に納税通知書が届
くことになります。 
　譲渡した時、廃車した時は、車の手続きも忘れずにしましょう。 
　また、所有者がすでに亡くなられている場合も名義変更の手続きをお願いします。 
 
　後日、該当すると思われる世帯宛に「名義変更お願いの通知」をお送りすることがありますので、その時はご協力の程
お願いします。 

（車種により申告・問い合わせ先が異なりますので注意してください） 

車　　種 

原動機付自転車 
（125cc以下） 
 
小型特殊自動車 
（農耕用・特作用） 

三 輪 、四 輪 の 
軽 自 動 車 

市役所税務課（田沢湖庁舎）

又は角館・西木地域センター

総合窓口課、各出張所 

〈名義変更の場合〉 
納税義務者及び届出者の印鑑 
〈廃車の場合〉 
ナンバープレート・納税義務者及び届出者の印鑑 
※申請用紙は届出先の窓口にあります 

下記へ直接おたずねください 
　軽自動車検査協会秋田県事務所　　ＴＥＬ　０１８－８６２－３２７０ 
　〒011-0901　秋田市寺内字イサノ１３７－１ 
　　　　　　　　　　　　　　　又は 
　角館地区自家用自動車協会　　　　ＴＥＬ　０１８７－５３－２２０９ 
　〒014-0354　仙北市角館町水の目沢１２３－３ 

下記へ直接おたずねください 
　東北運輸局秋田運輸支局登録部門　ＴＥＬ　０５０－５５４０－２０１２ 
　〒010-0876　秋田市泉字登木７４－３ 
　　　　　　　　　　　　　　　又は 
　角館地区自家用自動車協会　　　　ＴＥＬ　０１８７－５３－２２０９ 
　〒014-0354　仙北市角館町水の目沢１２３－３ 

125ccを超え250cc
までのオートバイま
たは250ccを超える
二輪の小型自動車 

届出・問い合わせ先 届出・問い合わせ先 

問い合わせ　仙北市税務課 
ＴＥＬ　４３－１１１７ 

　万一の交通事故の際の、基本的な対人賠償を目的として、バイク・原動機付自転車を含む全ての自動車に、
自賠責保険・共済への加入が法律で義務付けられています。 
　また、フォークリフトなどの小型特殊自動車（農耕作業用を除く）についても、道路を一度でも走行する場
合は、加入が必要です。 
　自賠責保険・共済に加入しないで運転すると、「１年以下の懲役または５０万円以下の罰金」が課せられ、さ
らに違反点数は６点となり、免許停止処分等となります。 
　加入の手続きは、損保会社または共済組合へ連絡の上、契約窓口へ保険料・共済掛金を添えて申し込ん
でください。自賠責保険・共済証明書と保険・共済標章（ステッカー）が発行されます。 
　なお、小型特殊自動車については、保険・共済標章（ステッカー）は発行されません。 
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 　国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です。 

　年末調整や確定申告で、納付した国民年金保険料額を申告する際には「社会保険料（国民年金保

険料）控除証明書」の添付等が必要となります。 

　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、１１月上旬に社会保険庁から送付されますので、

申告の際まで大切に保管してください。 

（平成１８年１１月１日～平成１９年３月１６日、平日９：００～１７：００） 

問１．「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に
記載されている月分以外の保険料を１２月３１日までの間
に納付した場合は、今年分として申告できますか？ 
（答え） 
　今年分として申告できます。「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」に記載されている保険料額に、
後から納付した保険料額を合算のうえ申告してくだ
さい。なお、後から納付した保険料分の「領収証書」
も添付等する必要があります。 
 
問２．家族の保険料を納付しましたが、控除の対象となり
ますか？ 
（答え） 
世帯主または配偶者として、ご家族の国民年金保険
料を納付した場合は、納付した方がその保険料を申
告することができます。 
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　大曲仙北広域市町村圏組合第３期介護保険事業計画により、平成１８年度の地域密着型サービス事業所を下記のよ
うに指定することに決定しましたのでお知らせします。 
○小規模多機能型居宅介護（小規模で通いを中心としながら訪問介護、宿泊を組み合わせて、食事、
入浴などの介護や支援が受けられる） 

○地域密着型特定入居者生活介護（定員30人未満の小規模な介護専用有料老人ホーム。食事、
入浴などの介護や機能訓練が受けられる） 

○認知症対応型共同生活介護（認知症高齢者のグループホーム・ユニット増の承認） 

　介護保険制度は、利用者が介護サービスや事業者を適切に選択し、事業者と契約を結んでサービスを利用する制度です。 
　「介護サービス情報の公表」制度は、事業者の情報提供のしくみを整備して、利用者による、より適切な事業者の選択を
支援するためにつくられたしくみです。インターネットを通じて、いつでも誰でも自由に情報を入手できます。 
　公表される介護サービス情報には、職員体制・利用料金などの基本的な情報で、事業所が報告したことがそのまま公表さ
れる「基本情報」と、介護サービスに関するマニュアルの有無・サービス提供内容の記録管理の有無など、事業所が報告し
た情報について県が指定した調査機関ぶｪ事実確認の調査を行った後に公表される「調査情報」の２種類があります。 

　なお、今年度公表される介護サービスは、「訪問介護」「訪問入浴介護」「訪問看護」「通所介護」「特定施設入居者生
活介護（有料老人ホーム・軽費老人ホーム）」「福祉用具貸与」「居宅介護支援」「介護老人福祉施設」「介護老人保健施設」
の９サービスです。このほかのサービスは国の調査研究などの準備を経て順次追加されます。 
　介護サービス情報の公表は県が指定した視程情報公表センター［（財）秋田県長寿社会振興財団 TEL０１８（８２９）３７７７］
のホームページ http://kaigo-service.pref.akita.jp/kaigosip/Top.doからご覧いただけます。 
■問合せ：秋田県健康福祉部長寿社会課　介護保険班　　　 　TEL０１８（８６０）１３６６ 
　　　　 指定情報公表センター（財）秋田県長寿社会振興財団　TEL０１８（８２９）３７７７ 

　　事業所名 
おうようかん　 
介護センター 
サポートハウス高砂 
つばき苑 

さくらケアセンター 

　　　　　　開設予定地 

大仙市佐野町3番41号 

大仙市福田字川原道下55番地1 

美郷町六郷字馬町3番地 

美郷町本堂城回字若林122番地2

　事業者名 

(有)鷹揚館 

(有)福寿 
(有)ゆう愛 

(有)さくらヘルパ 
ーセンター 

　 代表者 

鷹觜　隆則 

長澤　典雄 
伊藤　由美子 

柿崎　ルリ子 

　 電話番号 

0187－62－1203 

0187－69－2910 

0187－86－7130 

0187－87－6215

　事業所名 
グループホーム 
大曲はなぞの 
 

　　　　　　開設予定地 

大仙市大曲花園町２５番２８号 

　　　　　　開設予定地 

仙北市田沢湖卒田字荒町49番地7 

大仙市大曲日の出町1丁目47番4号 

美郷町本堂城回字若林122番地2 

大仙市太田町横沢字久保関北716番地1

　事業者名 

伊藤電気（株） 

　　事業者名 
（株）大曲仙北介 
護支援事業所 
(有)鈴貴 

(有)さくらヘルパ 
ーセンター 

（株）サイトー商会 

　 代表者 

伊藤　正之 

　 代表者 

菅原　一男 

鈴木　貴宏 

柿崎　ルリ子 

齋藤　　一 

　 電話番号 

0187－63－5511

　 電話番号 

0187－44－3877 

0187－66－3737 

0187－87－6215 

0187－88－2337

　事業所名 
有料老人ホーム　 
ふれあいの家 
ハートライフ 

すみれ荘 

有料老人ホーム　 
太田ふくし苑 

大曲仙北広域市町村圏組合　介護保険事務所（大仙市役所　仙北庁舎内３階） 
　TEL　0187－86－3910　　　FAX　0187－86－3914



■受付期間：平成１８年１１月１日（水）～ 
　　　　　　平成１９年  １月９日（火） 
■応募資格：中卒（見込含む）で１７歳
　　　　　未満の男子 
■試験期日： 
　第１次試験　平成１９年１月１３日（土） 
　第２次試験　平成１９年１月２６日（金）
　　～２９日（月）までの間の指定する１日 
■問合せ：自衛隊秋田地方協力本部 
　　　　　大仙地域事務所 
　　　　　　　TEL０１８７（６３）１３１３ 

　日本理科教育振興協会主催の「そ
の道の達人」派遣事業「生活科学の達
人 中村重太先生（九州女子大学教授）
公開授業」を開催します。興味のある方
は、奮ってご参加ください。 
■日時：１２月１日（金）１３：４０～１５：２０ 
　　　　　　　　　※１３：００　開場 
■会場：角館中学校第１理科室（３階） 
■受業生徒：２年生４０名 
■授業タイトル：水の特性と 
　　　それを利用した生活 
■問合せ：角館中学校　堀井 
　　　　　　　　　  TEL（５３）２４１１ 

　秋田県では、高齢者の健康づくりと
交流促進を目的に「高齢者健康づくり・
交流促進セミナー」を開催します。 
■日時：１１月２４日（金）１３：３０～１６：３０
■場所：秋田県庁　正庁 
■内容： 
 
　　「住み慣れた地域でいきいきと生
　　　活するために～趣味、役割、対人
　　　交流の意義～」 
  　講師：秋田大学医学部保健学科 
　　　　　　助教授　石川隆志　氏 

 
    テーマ：「あなたには行くところがあり、
　　　　会う人がいて、することがあり
　　　　ます」 
■参加費：無料 
■申込締切：電話、FAX、メールで 
　　　　　　１１月２０日（月）まで 
■申込、問合せ： 
　県庁  高齢者健康づくり推進チーム 

TEL０１８（８６０）１３２６ 
FAX０１８（８６０）３８５２ 

E-mail： 
Koureisyakenkou-team@pref.akita.lg.jp

車内イベントは、三味線・民謡・語りべなど、日によって内容が異なります。 
※都合により車内イベントが行われない日もございますので、あらかじめご了承ください。 
※阿仁まるごと弁当（お茶付き１，1００円）を予約販売いたします。 

角館地区（社会福祉協議会角館支所） 

白岩地区（白岩集落センター） 

生保内地区（総合開発センター） 

神代地区（神代出張所） 
田沢地区（田沢交流センター） 
西木地区（紙風船館） 

社会福祉協議会による心配ごと相談日の日程です。 

■問合せ：仙北市社会福祉協議会　TEL（５２）１６２４／FAX（５５）１８１５ 

１１月  ２日（木）　１３：００～１６：００ 
１１月  ９日（木）　１３：００～１６：００ 
１１月３０日（木）　１３：００～１６：００ 
１１月１６日（木）　１３：００～１６：００ 
１１月  １日（水）　１３：００～１６：００ 
１１月１５日（水）　１３：００～１６：００ 
１１月  ８日（水）　１３：００～１６：００ 
１１月２２日（水）　１３：００～１６：００ 
１１月１５日（水）　１０：００～１２：００ 

　第２４回角館中学校ウィンドミルオーケ
ストラ定期演奏会を開催します。ぜひ聞
きにいらしてください！ 
■日時：１１月１８日（土） １４：００開演 
■場所：角館広域交流センター 
■演奏曲： 
　・マジェスティ オブ ザ マウンテンズ 
　・キャプリオル組曲 
　・シング シング シング　　他 
■問合せ：角館中学校 TEL（５３）２４１１ 

３日（金）・４日（土）・５日（日）・１１日（土）・１２日（日） 

「トコトコもみじ号」　鷹巣駅１０：４０発→角館駅１３：０５着 
　　　　　　　　　　　　　　　　　角館駅１３：２５発→鷹巣駅１５：５２着 
　　　　　　　　「トコトコみのり号」　角館駅  ８：５５発→鷹巣駅１１：１５着 
　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹巣駅１１：５５発→角館駅１４：３８着 

秋田内陸縦貫鉄道株式会社　TEL０１８６（８２）３２３１／FAX０１８６（８２）３７９３ 
                                  ホームページアドレス　http://www.akita-nairiku.com 
角館駅 TEL（５４）３７５８ 
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　中皮腫や肺がんなどの石綿ばく露を原因とする疾病は、
石綿ばく露から疾病の発症までの潜伏期間が非常に
長期にわたるものです。このため、労働者に発症したこ
れらの疾病について、業務により石綿にばく露したこと
と当該疾病との関連性に、これまで医師も労働者本人
も気づきにくいといった特性がありました。この結果、労
働者災害補償保険法（以下「労災保険法」といいます）
に基づく労災保険給付を請求する機会を逸し、時効に
より所定の労災保険給付を受ける権利を失っている方
が存在している状況にあります。 
　このような状況にかんがみ、本年３月に施行されまし
た「石綿による健康被害の救済に関する法律」（以下「石
綿救済法」といいます）により、石綿ばく露を原因とする
疾病により死亡した労働者のご遺族で、労災保険法の
遺族補償給付を受ける権利が時効により消滅した方に
対しまして特別遺族給付金が支給されることとなりました。 
　この特別遺族給付金の請求にあたりましては、以下
の事項にご注意いただきますようお知らせいたします。 
　なお、制度の詳細な内容につきましては、秋田労働
局労働基準部労災補償課（TEL０１８－８８３－４２７５）ま
たは最寄りの労働基準監督署までお問い合わせください。 

　平成１３年３月２７日以降に、業務による石綿ばく露を
原因とする疾病により死亡した労働者のご遺族は、労
災保険法に基づく遺族補償給付が支給されます。 
　なお、遺族補償給付を受ける権利は、時効により労
働者が死亡した日の翌日から起算して５年で消滅します。
時効完成後は、遺族補償給付も特別遺族給付金も受
給できなくなりますので、お心当たりのある方は早急に、
秋田労働局労働基準部労災補償課（TEL０１８－８８３
－４２７５）または最寄りの労働基準監督署までご相談く
ださい。 
　また、石綿ばく露を原因とする疾病にり患して、現在
療養している労働者の方は、労災保険法に基づく療養
補償給付・休業補償給付の支給対象となります。 

　特別遺族給付金は、石綿救済法により平成１３年３月
２６日以前に石綿ばく露を原因とする疾病により死亡し
た労働者のご遺族で時効により労働保険法に基づく
遺族補償給付の支給を受ける権利が消滅した方を支
給の対象としています。 
　年金として支給される特別遺族給付金（特別遺族年金）
は、請求があった日の属する月の翌月分からの支給とな
りますので、請求が遅くなると受給総額が減少すること
となります。また、特別遺族給付金は法施行日から３年
を経過した平成２１年３月２７日以降は、その請求ができ
なくなります。さらに、特別遺族給付金の支給決定に係
る調査では、エックス線フィルムやカルテといった医学的
資料に基づき、石綿ばく露と当該疾病との因果関係を
判断することがありますが、これらの医学的資料は法令
により保存期間が定められているため、期間を経過した
場合は、医療機関に医学的資料が保管されていないこ
とも想定されますので、早めに請求されることをお勧めし
ます。 

　石綿ばく露を原因とする疾病について、石綿ばく露
の原因が業務によるものなのか、業務以外の原因によ
るものなのか明らかでない場合には、労災保険給付の
請求と救済給付の申請、あるいは特別遺族給付金の
請求と救済給付の請求を同時に行うことも可能です。 
　なお、特別遺族給付金についてよくあるご質問を厚
生労働省のホームページ 
（http://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/ 
sekimen/izoku.index.html） 
にまとめてありますので、ご参照ください。 

　特別遺族給付金や労災保険制度については、秋田
労働局労働基準部労災補償課（TEL０１８－８８３－４２
７５）または最寄りの労働基準監督署。労災保険給付
の対象とならない方への救済給付については、独立行
政法人環境再生保全機構（TEL０１２０－３８９－９３１）ま
でお問い合わせください。 

　過去に石綿を製造し、または取り扱う作業に従事し
た者で、会社が廃業等した等の理由で石綿健康診断
を受診できなかった退職者は、国の費用で健康診断を
受診できます。 
■対象者：次の全てを満たしている方 
　①従事した石綿作業が特定できること 
　②石綿にばく露してから１０年以上経過していること 
　③勤務していた会社等が廃止・倒産などにより石綿
　　健康診断を受診できない状況にあること 
　④石綿に係る健康管理手帳を所有していないこと 
■受診の申込：１１月１７日（金）まで秋田労働局安全衛
　　生課までご連絡ください。　TEL０１８（８６２）６６８３ 
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氏名 保護者 住所 氏名 年齢 住所 

社会福祉協議会へ… 
　一般寄附 
・ 茶たての清水を守る会　代表　青柳征さん 
　　　　　　　（社協・田沢湖手をつなぐ育成会へ） 
・ 羽根川史郎さん（西勝楽町） 
　香典返し寄附 
・ 　橋貞二さん（梅沢字西田） 
・ 佐藤謙一郎さん（神代字下生田） 
・ 　橋幸生さん（生保内字男坂） 
・ 浅利源農さん（生保内字武蔵野） 
・ 佐藤正義さん（卒田字上真崎野） 
・ 森沢建亮さん（生保内字武蔵野） 
・ 鈴木静さん（東勝楽丁） 
・ 佐藤義一さん（生保内字武蔵野） 
清眺苑へ善意・奉仕・慰問… 
・ 鈴木敏子さん（生保内字武蔵野） 
・ ＪＡつくし会 
・ 伊勢正さん（生保内字沼田）　　 
・ 佐藤ヨツ子さん（生保内字小杉沢口） 
　　柳田リヱさん（生保内字久保）　　　　　　 
　　山岡光夫さん（生保内字武蔵野） 
・ 看護協会大曲支部　　　　　　　　　　　　　 
・ 石神営農組合　代表　田口晶英さん 

平成１８年10月の小牛市場 
 
販 売 頭 数 
平 均 体 重 
平 均 価 格 
K g 単 価 

雌　　 
10頭 

294.3Kg 
479,115円 
1,628円 

去　勢　 
15頭 

306.2Kg 
583,870円 
1,907円 

平成１８年10月10日市場 
 
小 丸 太 
中 丸 太 
大 丸 太 

１㎥平均 
－　円 
9,800円 
－　円 

１石平均 
　－　円 
2,722円 
－　円 

今月の売上数値　　 63.016㎥（226.858石） 
今月の売上金額　 　495,800円 
 

森　澤　敏　子　　　８７　　生保内字武蔵野 
　　橋　與五右衛門　７９　　生保内字武蔵野 
浅　利　和　也　　　３７　　生保内字武蔵野 
佐　藤　リ　ヨ　　　７５　　生保内字武蔵野 
野　口　岩　治　　　８２　　生保内字武蔵野 
　　橋　ヨ　チ　　　９２　　生保内字男坂 
村　田　　　子　　　６５　　生保内字下堂田 
田　村　　　晃　　　８６　　刺巻字刺巻 
石　井　庸　夫　　　６２　　田沢字田沢々口 
　　田　千　代　　　９１　　角館東前郷字赤平 
吉　村　凜　夕　１１ヶ月　　岡崎字鎌川 
佐　藤　榮　一　　　８０　　神代字白籏 
佐　藤　　　馨　　　９１　　神代字下生田 
　　　　一　雄　　　８３　　梅沢字西田 
中　村　　　豊　　　７４　　金山下 
鈴　木　祐一郎　　　８９　　金山下 
　　橋　末　藏　　　８６　　菅沢 
鈴　木　チヱノ　　　９０　　菅沢 
柏　谷　英　夫　　　７９　　水ノ目沢 
冨　木　フ　ミ　　　８３　　勝楽 
三　浦　ツ　ヱ　　　８４　　勝楽 
坂　本　カ　ツ　　　９５　　北野 
小　松　千代子　　　９３　　下中町 
小笠原　　　亨　　　８１　　川原向田 
畠　山　誠　一　　　８５　　西長野古米沢 
沼　倉　光之助　　　９５　　西長野上野 
阿　部　憲　一　　　８１　　雲然田頭 
鈴　木　イヲ子　　　７８　　下延上野坊 
山　形　芳　子　　　７６　　下延切欠田 
安　　　カヂヱ　　　８４　　八割塩手沢 
鈴　木　哲　治　　　７７　　白岩前郷 
　　橋　昭　藏　　　５８　　広久内下中川原 
鈴　木　ハ　ナ　　　６８　　上桧木内字中泊 
　　　　喜　一　　　９０　　桧木内字松葉 
田　口　正　治　　　８０　　小山田字中村 
吉　田　次　郎　　　８１　　小渕野字山崎 
戸　澤　一　史　　　４９　　西荒井字塚野腰 
　　　　　　　　　　　　（９月届出分・敬称略） 

■人　口　男　　15,134人 
■　　　　女　　17,036人 
■　　　　計　　32,170人 
■世帯数　　　　10,848世帯 

■出　生　　　　　　17人 
■死　亡　　　　　　38人 
■結　婚　　　　　      5組 
■転　入　　　　　　37人 
■転　出　　　　　　59人 

■火　災　　　　　　　　0件 
■交通事故　　　　　　  12件 
 （うち死傷者）　　　（14人） 
■飲酒運転違反者　　　　3人 

■ゴミ処理量　　　　 1，231ｔ 
　（うち資源ゴミ）　 （82ｔ） 
■建築確認件数           　  24件 
■農地転用件数              　 2件 

藤　田　賢　生　　憲　一　　生保内字下高野 

戸　村　　　碧　　　剛　　　生保内字武蔵野 

加　藤　愛　翔　　　岳　　　生保内字上堂田 

小　原　里　子　　　浩　　　小松字荒床 

安　藤　凜　音　　竜　一　　神代字柏林 

三　浦　佑　斗　　直　紀　　神代字生田中村 

佐　藤　志　音　　章　栄　　神代字街道南 

明　平　さつき　　勝　之　　卒田字荒町 

栗　生　朋　佳　　和　樹　　上菅沢 

渡　邉　和　正　　　敬　　　勝楽 

畠　山　桜叶羽　　豊加寿　　山谷川崎字山谷 

　　山　淳　仁　　昭　弘　　小勝田滝ノ沢 

鈴　木　沙　那　　博　巳　　小勝田中川原 

木　元　祐　斗　　一　幸　　西長野鬼壁 

佐々木　楓　花　　　仁　　　広久内下タ町 

草　　　こまち　　拓　也　　広久内下タ町 

芳　賀　柚　香　　尚　徳　　小山田字八津 

　　　　　　　　　　　　（９月届出分・敬称略） 

けん　せい 

　　　　あおい 

　　　　ま　な　と　　　　 

さ　と　こ 

り　　　ん 

ゆ　う　と 

し　　　お 

 

　　　　と　も　か　　　　 

かず　　まさ 

お　と　は 

あつ　　ひと 

さ　　　な 

ゆ　う　と 

ふ　う　か 

 

ゆ　ず　か 
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【実施場所】 （田）…仙北市田沢湖健康増進センター　（角）…仙北市健康管理センター 
（西）…西木保健センター　（神）…仙北市就業改善センター 
（桧）…桧木内地区公民館　（紙）…紙風船館　（西地）…西木地域センター 

◎母子手帳交付（田）　◎子ども開放日（角） 

◎母子手帳交付（角） 

◎なかよし教室（角） 

◎健康教室（角） 

◎母子手帳交付（西）  
◎子ども開放日（角） 

◎予防接種（三種混合・ＢＣＧ・ポリオ生ワクチン）（田） 

◎予防接種（三種混合・ＢＣＧ・ポリオ生ワクチン）（神） 

◎予防接種（三種混合・ＢＣＧ）（角） 

◎２歳６ヶ月児健診（対象：Ｈ１6．3～4月生）（角） 

◎乳児健診（対象：Ｈ18．7月生・Ｈ18.2月生）（角） 
◎健康教室（角） 

◎健康教室（角） 

◎１歳６ヶ月児・３歳児健診（対象：Ｈ１７．3～4月生／H15.3～4月生）（西） 

◎１歳６ヶ月児・３歳児健診（対象：Ｈ１７．5～6月生／H15.4～5月生）（田） 

◎１歳６ヶ月児（対象：Ｈ１７．3～4月生）（角）  
◎仙北市文化祭（田沢湖地区） 

◎仙北市文化祭（田沢湖地区） 

◎乳児相談（対象：Ｈ１８．3～4月生・Ｈ１７．11～１2月生）（角） 

◎乳児健診（対象：Ｈ１８．6～7月生・Ｈ１8．1～2月生）（神） 

◎母子手帳交付（角）  
◎予防接種（三種混合・ＢＣＧ・ポリオ生ワクチン）（西） 

※該当する項目があっても、必ずしも病気を示すものでは
　ありません。「心（精神）の病気」を防ぐための手立てを
　見つけるためのものです。 

 
□喜怒哀楽が激しくなった。あるいは、無表情になった。 
□独り言、独り笑いをする。 
□目がどんよりしている。または、激しい目つきをする。 
 
 
□仕事の能率が低下した、ミスが増えた。 
□判断力や決断力が低下した、後先考えずに行動する
　ようになった。 
□仕事の相手先やお客さんからのクレームが増えた。 
□集中力がなくなりイライラしている。 
 
 
□何をするのもおっくうそうである。 
□人の言動や行動を気にするようになった。 
□外に出たがらなくなった。 
 
 
□口数が減った、または、同じことを繰り返す。 
□悲観的なことを口にするようになった 
□話のまとまりが悪くなり、急に言葉がとぎれたりする 
 
 
□不眠、頭重、頭痛、食欲不振、疲労感、手のしびれを訴
　えるようになった。 
□血色が悪い、つやがない、肌が荒れている。 

 

 

①聞き役に徹する 
　相手が話はじめたら、途中でなるべく質問やアド
　バイスをしないでひととおり話を聴くようにします。 
②受容する（受け止める） 
　相手の気持ちを受け入れ、「そうか～だね」と悩
　みを理解する姿勢をみせます。 
③共感を示す 
　・相手に視線を向けながら「なるほど」などあいづ
　　ちをうっ たり、うなづきながら聴きます。 
　・時には相手の言葉をくり返します。 
　・話が一段落したところを見計らって要点をまとめ
　　てみます。「あなたの今の気持ちはこういうもの
　　なのですね。 

　今月は、「心（精神）の病気」のサインと対処について
お話します。 
　精神活動のバランスを崩しても、本人がなかなか気づ
きにくいこともあります。そして、気づかないまま、自殺と
いう悲しい結果につながることもあります。 
　そのためには、周囲の人が早期にSOSサインをみつけ
ることが大切です。 
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「山の楽市」は相模鉄道（株）と羽後交通（株）が平成元年から共同運行している高速夜行バス「レイク＆ポート号」
が縁で旧田沢湖町が平成7年から実施していたもので今年で12回目、仙北市としては2回目の開催となります。仙
北市のPRと地場特産品や農産物等の即売会を行い、特産品を1，000円以上お買い上げごとに、特産品・市内温泉
郷への旅行券（ペア）など豪華商品が当たる大抽選会を実施します。首都圏に住む親戚や知人、友人等にぜひ紹介
してください。


